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日立グループの生ごみ･農水系食品残漬のリサイクルヘの取組み

日立グループは,生ごみ･農水系食品残漣の有機物系廃棄物のリサイクルを効率よく実現する各種製品,システムを提案している｡

生ごみや食品残漬は販売や流通形態の多様化に伴って

その種類も多種多様となり,排出量もさまざまであるこ

とから,その処理方法が年々深刻な問題となってきてい

る｡そのため,これまで主力であった焼却･埋め立て処

分から,リサイクル化の方I旨Jに向けて各種の施策,技術

開発が精力的に行われている｡

目立グループは,これらのごみや残債の減容,リサイ

クルに着目し,｢乾燥+,｢発酵･分解+,｢炭化+という手

段により,飼料,肥料,土壌改良剤などとして有効利川

できるシステムを開発し,実用化している｡

これらの機器･システムには,(1)バクテリア発酵を利

用して効率よく処理する｢業務用コンポスト(たい肥)化

装置+,(2)二次熟成までを行う比較的大規模な｢たい肥化

システム+,(3)粉砕,乾燥し,飼料･肥料憤料の一つとす

る｢ジェットバーナ粉砕･乾燥システム+,(4)乾燥機と発

酵を組み合わせた｢たい肥化システム+,(5)飼料への混

合,育苗･閲芸の土壌改良剤などに使用できる｢連続炭

化装置+がある｡
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はじめに

有機廃棄物である生ごみや食品残浩は,家庭,コンビ

ニエンスストア,学校,病院などの身近な何だけでなく,

総菜,弁当⊥場,スーパーマーケットなどの中･小規模

の発年場所から,食品_1二場や畜産農家,輸入倉庫などの

大規模なヲ芭牛場所まで,排出形態が多様であり,かつそ

の種類も多い｡

有機廃棄物には,(1)腐りやすく,貯威も困難である,

(2)時期によって発生の種類,量が異なる,(3)発/l二場所が

多岐,多数であり,かつ各所ごとの畳も比較的′トさいな

どの特有の問題があるため,その適正処理やリサイクル

が遅れていた｡

焼却炉の能ノJや埋め立て地の逼(ひっ)迫の状況を考え

ると,リサイクル化への動きと連重力した｢発生→収集→

処理→リサイクル+のシステムを構築する必要がある｡

ここでは,日カニグループが取り組んでいる,これら有

機廃棄物を有効に処理するシステムの概要,特徴,用途,

応用例などについて述べる｡

業務用バイオ武生ごみ処理機

業務用バイオ式生ごみ処理機は,食べ残し,食堂内加

工残漬などの有機物系廃棄物を施設の敷地内(生ごみ発

竹原)でコンポスト(たい肥)化するものである｡ごみの減

量化や保管性の向上,さらには⊥頓に還元してのリサイ

クル利用が主なねらいである｡製品の概要を図1に示す｡

この方式の処理機は,施設内への設置や運用を考慮し

た,次の特徴を持っている｡

(1)高温･好気性発酵により,コンポスト化の処理速度

が速い｡

(2)種菌(微生物)の追加投入や水分調整基材が不要であ

るなど,操作性が良い(除湿方式)｡

(3)処理物(排√†1コンポスト)の環境に対する安全件が

吊い｡

処理機槽内の温度をほぼ600c程度に管理し,拉人物を

処理機内に2R以上滞留させるため,有機物系廃棄物に

含まれる有害生物･病原菌(0-157ほか)･雑草種子の増

殖を抑えて死滅性を高める(高温･好気性発酵方式)｡

(4)発酵時に発作する水蒸気や酸,においを抑制し,処

理機の周囲環境への悪影響を低減する(高温･好気性発

酵方式,除湿方式,脱臭装置内威)｡

(5)生ごみを敷地内(子1ミごみ発生源)でリサイクルして活

用できるため,従来発生していた生ごみの収集,処分場
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図1 業務用バイオ式生ごみ処理機の概要

生ごみを微生物とかくはん混合しながら空気を供給し,好気性発

酵によって分解する｡

への運搬,さらに最終処分(焼却など)にかかわる費用発

/lミがなく,トータルでコスト低減が図れる｡

(6)使い勝手･サービス性が良い〔マイコン(マイクロコ

ンピュータ)制御〕｡また,最近社会問題となっているダ

イオキシンの発生,CO2の抑制面での用途も広がってい

る(CO2排出量は焼却処理と比べて約÷に抑制)｡

コンポストのリサイクル利用としては,以下のような

例がある｡

(1)施設の敷地内でさらに熟成させ,敷地内の花壇や菜

園などで肥料として利用する｡

(2)顧客と目立グループが提携し,コンポストを業務けJ

バイオ式生ごみ処理機の製作現場へ送付する｡一定の処

理を行った後,出荷時の積商として再利用する｡

(3)有機栽培農家が肥料として利用する｡

F ェットバーナ粉砕･乾燥システム

3.1システムの概要

ジェットバーナ粉砕･乾燥システムは,約1,2000c,

1,20()m/sの高温･高速のジェット流を用い,多量の水

分を含む処理対象物を一気に粉砕,乾燥するものである｡

ジェット流は完全燃焼した燃焼ガス流であり,処理槽内

は酸素欠乏状態となり,処理物は燃焼することなく乾燥

される｡また,槽1勺部の燃焼ガス流による強力なかくは

んにより,塊状の処理物を短時間で粉砕,乾燥すること

ができる｡

粉砕,乾燥された乾燥物は粉粒体となり,排出ガスの
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図2 ジェットバーナ粉砕･乾燥システムの構成

高温･高速のジェット流で,粉砕,乾燥し,捕集器で乾燥粉を回

収する｡

流れに同伴し,処理槽上部から排出される｡乾燥物と排

出ガスの註丘合流を捕集器に入れ,乾燥物と排出ガスを分

離して串乞燥物を回収する｡ジェットバーナ粉砕･乾燥シ

ステムの構成を図2に示す｡

専乞燥物の含水率は数パーセントに串乞燥できる｡原料ベ

ースで100kg～1.5t/h(原料含水率80%,乾燥物含水率

10%の乾燥時)の乾燥能力の機種をそろえている｡

3.2 システムの特徴

このシステムは下記の特徴を持っている｡

(1)乾燥時間が短く,熱履鮭による成分変性が少ない｡

(2)システム構成が簡単で,保守が容易

(3)魚介類のような塊状物も,粉砕と乾燥が同時に可能

(4)設置スペースにイiわせたレイアウトが可能

(5)ジェット流によるL自二接加熱であり,熱効率がよい｡

3.3 適用例

上記の特徴をチl三かした,有機廃棄物のリサイクル利糊

のための適用例を以‾卜にあげる｡

(1)生物系特定産業技術研究機構(農林水産省,大蔵省共

管凹体)の平成7～9年度受託研究｢食品製造副産物の飼

料化技術の研究開発+

数種類の材料のテストを実施し,乾燥の可否,乾燥状

態,乾燥物の成分分析,ノ｢･豚の噌(し)好性テストを行

い,飼料として十分有効に使えるとの評価を得た｡凍結

による偵料本来の成分とジェットバーナ処理による成分

の比較を表1に示す｡

(2)農林水産省北i一触道農業試験場の平成9年度委託研究

｢農水産物廃棄物のリサイクルをH的とした当該廃棄物

から作成した試料原料の栄養評価試験+

乾燥物の成分分析と,羊を川いた消化試験による栄養

表1 ジェットバーナによる乾燥品と凍結乾燥品の成分比較

ジェットバーナによる幸乞燥品と凍結乾燥品の成分分析結果の比較を示す｡凍結乾燥処理の数値は原料本来の成

分を示しており,二れとの比重交により,ジェットバーナ乾燥の熱影響による変化の度合がわかる｡

品 種 処理
水分

(%)

一般飼料成分(%)

粗タンパク質 粗脂肪
可溶無

窒素物
粗繊維

酸性デター

ジェント繊維

中性デクー

ジェント徽維
粗灰一分

お か ら
+B 】4.8 23.3 10.7 46.3 15.3 19.9 45.6 4.4

凍結 】5.7 30.4 15.6 35.7 14.2 16.1 34.0 4.l

り ん ご

ジュースかす

+B 9.0 4.8 3.3 73.5 15.5 27.2 35.8 2.9

凍結 25 4.3 4.0 7了.9 ll,9 18.0 26.2 l.9

廃鮭(さけ)
JB 9.3 78.6 5.7 0 0 0 0 15.7

凍結 29.2 76.9 9.0 0 8 0 0 】4.l

魚 あ ら
+B 15.2 59.1 18.3 0 0 0 0 22.6

凍結 8.9 43.2 46.6 0 0 0 0 10.2

鶏 ミ ン チ
JB 6.0 60.2 6.3 0 0 0 0 33.5

凍結 4.8 44.8 ll.8 0 0 0 0 43.4

廃 鶏
+8 9.3 70.2 15.5 0 0 0 0 14.3

凍結 】2.5 57.1 18.0 0 0 0 0 24.9

卵 殻
+B l.3 8.9 0.8 0.1 0 0 0 90.2

凍結 2.1 6.5 0.4 】.5 0 0 0 91.6

成分分析実施:福岡県農業総合試験場･畜産研究所(1997年3月)

注:略語説明 +B(ジェットバーナ)
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表2 農水系廃棄物から作成した飼料原料の栄養評価

ジェットバーナで調整した飼料の栄養価･消化率は,市販の類似品と同等である｡

乾燥粉の

造粒率(%)

飼料成分組成(乾燥粉%) 消化率(%) 栄養価(乾燥粉%)

水分 粗タンパク質含量 繊 維 粗タンパク質 粗 脂 肪 織 維 可消化養分線量

ビールかす 94.1 10.8 23.1 62.0 73.0 87.Z 47.7 65.8

豆 腐 か す 93.5 9.5 23.7 29.7 77.3 88.4 57.8 87.4

り んごかす !=.0 5.1 3.4 28.2 19.2 19.5 30.2 60.6

ほ っ け 9】.7 8.4 68.0 26.2 78.0 93.9 8l.8 83.7

成分分析:栄養評価実施;農林水産省北海道農業試験場(1998年3月)

評価を実施し,栄養価,消化率は市販の類似品と同等で

あり,飼料調整も‾吋能で,飼料として有効であるとの結

論を得た(表2参照)｡

(3)北海道の菜食品会社によるじゃがいも汚泥,野菜残

虐乾燥処理

じゃがいも汚泥はデンプンを多量に含んでおり,加熱

されたデンプンは強力な粘着性を持つ｡この和着力によ

って乾燥機の壁面に付着し,内部が生で外部が焦げたボ

ールに成長し,乾燥処理槽の流動を妨げ,乾燥を難しく

する｡また,じゃがいもデンプンはマイクロメートル以

下の微粒子であり,固形物としての乾粉を取り出すこと

が困難である｡

ジェットバーナでは,これらの課題を解決し,じゃが

いも汚泥を乾燥させて,乾粉を取り出すことができる｡

季節により,じゃがいものほかにスイートコーン,に

んじん,かぼちゃの残法･汚泥の乾燥を行っている｡

たい肥化システム

4.1 システムの概要

毎日の生活から排出される野菜くず,残飯,魚のあら

などの有機廃棄物のたい肥(コンポスト)化システムの課

題は次のとおりである｡

(1)家庭からの生ごみは,混合ごみから破砕･選別によ

って取り出すため,ガラスやビニルなどがたい肥に混入

する｡

発西章菌供給機

`手選別ライニ

投入ホッパ

バイオドラム

(発酵回転ドラム)

熟成箱

.国

(2)未熟なたい肥が多く,追熱する必要がある｡

(3)発酵･分解過程での脱臭装置が必要なため,設備蟄

がかかり,消雪エネルギーが人きい｡

以上の課題を解決するため,異物が混入しない良質な

たい肥作り,悪臭の無い発酵分解(生成過程)をねらいと

して｢SM発酵システム+を開発した｡このシステムは,微

生物の発酵分解作用を利用して有機物を分解し,十分に

熟成させるものである｡

4.2 システムの構成

このシステムは,投入ホッパ,発酵菌･副資材供給装

置,バイオドラム(発酵回転ドラム),熟成箱,熟成場,

回転ふるい機で構成する(図3参照)｡各構成要素の役割

について以+Fに述べる｡

(1)投入ホッパ:パッカ車などで分別,収集した有機物

を投入し,一次貯留する｡

(2)発酵菌･副資材供給装置:有機物1tに対して発酵

菌(パテロンZ)約100gを,米ぬか類で増量して添加する｡

さらに,空気の通気を確保して熟成時の水分を50～60%

にするため,おがくずなどの副資材を混合する｡

(3)バイオドラム:副資材とパテロンZを添加した資材

を投入し,約3時間で約700cに加熱処理する｡

(4)熟成箱:一次熟成室に積み上げた熟成箱の底全面か

ら自然通気で空気を補給し,有機物は60～700cで約4週

間高温･好気性発酵を続ける｡

(5)熟成場:一次熟成を終えた有機物を二次熟成室に移

熟成棟

投入ホッパ

搬出

ー綿成室二禁裏護室ふるい機トド

回転 たい肥ストッ

図3 SM発酵システムのフロー

異物混入が少なく,有害ガス･悪臭の発生がない,安全で良質なたい肥化システムである｡
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し,水分補給と切り返しを繰り返しながら約2か†J間熟

成を進行させる｡

(6)回転ふるい機:約3か月間の熟成を終えた有機物か

ら異物を取り除き,熟成たい肥を二取り出す｡

4.3 システムの特徴

SM発酵システムで使用するヲ芭酵菌｢バチロンZ+は,

信州人学と故窪田博士の指導の下に開発したものであ

り,畑地土壌から分離した5種類の高温･好気性菌によ

る複合菌である｡いずれもバージ(菌の分類表)に記載さ

れているバチルス〔梓(かん)歯〕に属し,有機物の発酵

分解に効果的な働きを示す｡

このシステムの特徴について以卜に述べる｡

(1)破砕しないシステム

破砕処理装置を用いることなく,熟成後に異物を取り

除くので,7ごい肥への異物混入がほとんどない｡

(2)臭気が少なく,ナ左全で良質なたい肥

(a)加熱による好気性発酵では,短期間に高温の発酵

条件が得られるため,有害ガスや想臭の発生がない｡

高温･好気性菌以外の乱 雑苧の梓,街牛害虫,作物

害虫などが死滅する｡

(b)熟成箱での一次熟成を行うことにより,熟成むら

が無く,熟成口数が短縮できる｡

(c)二次熟成を経て,上のようなにおいの,安心して

使える良質なたい肥ができる｡

(3)シンプルなシステム

このシステムはきわめてシンプルで,操作が簡単なう

え,故障や金属部の腐食が少なく,耐和牛数が長い｡

4.4 適用 例

4.4.1EM処理した生ごみのたい肥化

長野児馳ヶ根巾は,生ごみを分別l叶収してたい肥化し,

市内の農地に還元して地力の維持･向上を阿っている｡

そこで,EM菌(有用微生物群)処二哩による新しい分別収

集‾方式を採用し,子仁ごみが腐りにく くなることを利朋し

て収集頻度を減らし,収集･運搬･発酵処理の段階での

悲臭の光年を抑えている｡

このたい肥化システムで次の成果が得られた｡

(1)EM処理した′Lごみは,EM何の働きでpH値が夏場

で4～5,冬場で5～6になっており,腐敗による想臭

はほとんどなかった｡

(2)EM処理した生ごみを高温･好気性発酵によってた

い肥化する場合,夏場では,加熱発酵処理後,一次熟成

での立ち上がりが約2週間遅れることがわかった｡

(3)EM処理した生ごみは,加熱光酵処鞘前にpH調整を
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ピソト
横枠破

誤仰
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混

合
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熟
成
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図4 SM発酵システムとジェットバーナ粉砕･乾燥システ

ムを組み合わせたシステム

コンパクトな設備となり,熟成期間も短縮できる｡

施すことにより,未処理の勺三ごみと同様な熟成期間(約

3か月)でたい肥化できることがわかった｡

4.4.2 ジェットバーナ粉砕･乾燥システムとの組合せ

このシステムでは,副資材を糊いないで小規模の設備

で有機物をたい肥化するために,その一部をジェットバ

ーナで乾燥処理し,無処理の有機物に混合してたい肥化

する(図4参月別｡

このシステムには,SM発酵機能のほかに,次にホす特

徴がある｡

(1)熟成時の水分調繁にジェットバーナで乾燥した原料

イ1▲機廃棄物をそのまま使用する｡副資材の添加が不要で,

加熱発酵の処理負荷が減り,コンパクトで経済的なシス

テムが構成できる｡

(2)垢料の乾燥物を使用するため,分解･発酵の遅い木質

系の副資材に比較して,牛成物の熟成期間が短縮できる｡

連続炭化装置

5.1連続炭化装置の概要

連続炭化装置の外観を図5にホす｡偵料は,スクリュ

ーかくはん式の炉内で酸素不足の状態で部分的に自己燃

焼させ,高温雰囲気下で処理する｡処理偵料の人きさや

水分などによっては,粉砕機や乾燥機で前処理する｡出

来た製品は,土壌改良材や吸着材などに利用できる｡

5.2 システムの特徴

自燃式のため,スタート時以外に燃料は不要である｡

さらに,炭化で発生する乾留ガスを,この乾燥機の熱源

として利用する｡例えば,250kg/hで炭化した場合,約

1,674.4MJ/hの乾留ガス熱量が発生し,この熱を原料の

ヰ乞燥に付利用することで,50～70%の水分を含んだ憤料

でも炭化できる｡

炭化焼成温度は,空気最制御と,材料の滞留時間の制

御によって任意にコントロールできる｡特に,高温で処

埋すると盲舟性化木炭となり,水質浄化材･吸着材･炉過
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図5 連続炭化装置の外観

炭化炉と乾留ガス燃焼炉をコンパクトに納めた装置である｡

材などの工業分野への利用も‾吋能である｡

連続炭化装置による農産廃棄物処理の一例として,も

み殻炭の拡大写真を図6に示す｡

おわりに

ここでは,目立グループが取り組んでいる有機廃棄物

処理システムについて述べた｡

有機物は生き物であり,時間や環境により,性状が刻々

変化する｡生ごみや農水系食品残壇処理では,これらの

状況により,また対象物によって適切な処理条件が異な

るため,取り扱ううえでのノウハウが必要かつ重安である｡

H立グループは,目的に応じてこれらのノウハウを牛

かしながら,さらに高度なリサイクル技術の開発を目指

していく考えである｡
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